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エクゼクティブ・サマリ 

概要 

21 世紀の幕開けを目前にして、米国は、科学技術の劇的な進歩がもたらしたかつてない可能性と繁栄の時代を迎
えています。産学界の力を借りながら連邦政府が行ってきた情報技術研究開発(IT R＆D)投資によって、科学技術
は新たなステージを迎えました。この結果、社会のありかたは変わり、経済成長が促され、新たな豊かさが生まれ
ています。またコンピューティング、ネットワーク、通信の分野で革新的なツールが登場したことにより、企業は、

その規模に関らずビジネスをグローバルに展開することが可能になりました。 
 
この 10年間、米国で新規設備に対して行われた投資の 40％以上は、コンピュータや情報関連の機器を対象とする
ものでした。また 1995年以降に米国が達成した経済成長の 3分の 1以上は、IT企業に起因するものでした。今日
では、1300万人以上の米国人が IT関連の仕事に就いており、IT関連の雇用は全職種の 6倍のスピードで増加を続
けています。例えば去年 1年間だけでも、IT関連企業により 800,000以上の雇用が生み出されています。このよう
な驚異的成長の土台には、連邦政府機関が続けてきた大学、国立研究機関、民間企業の研究開発への資金提供があ
ります。 
¨  
ニュー・エコノミーの世界でも米国が引き続きリーダーシップを取るという革新的理念の実現のためには、ITの研
究開発への政府支援は不可欠でした。ITは国の安全保障を強化し、生活水準を向上させながら、さらに産業の革命
と変化という驚異的時代の幕を切って落しました。コンピューティング・システムや通信システム、ソフトウェア

が強力で便利なものになるに従い、ITも国民の職場、教育、家庭環境に更に深く浸透していっています。 
1993年の米国でインターネット接続環境を備えていた教室は全体の 3％以下でしたが、現在では半分以上の教室が
インターネットに接続されています。また全米の家庭のほぼ半分がインターネットを利用しており、毎時間 700以
上の家庭が新たにこれに加わっています。 
 
しかし、今後もこの発展を維持するためには超えなければならない障害があります。インターネットを我々にもた

らした各種技術に対する米国連邦政府の支援も、急速に発展する IT のスピードには追い付けずにいるのです。特
に重大な問題は、教育と労働の現場で起っています。いずれの現場でも、めまぐるしく変遷しながら発展を続ける

技術にスピーディに対応することが難しくなっています。また米国内には、これらの新技術の恩恵に預かれない国
民がまだ多く存在します。この深い溝である「デジタル・デバイド」を埋めなければならないという課題も残され
ています。 
 
急速に発展するニュー・エコノミーの世界で将来的にも米国民の健康、繁栄、そして強い経済力を維持するために、

またニュー・エコノミーをエキサイティングな現実に変える知識ベースやツールを誰もが等しく利用できるように
するために、連邦政府は、21 世紀の米国のリーダーシップを強化するような革新的技術への投資額を従来のレベ
ルから大幅に引き上げる必要があります。 
 

政府による IT R＆D プログラム 

連邦政府は、IT R＆Dプログラム(かつての the High Performance Computing and Communications(HPCC)研究開発プロ
グラムおよび the Computing, Information and Communications(CIC)プログラム)を通じ、高度なコンピューティング、
通信、情報技術を対象とした複数の政府機関が携わる研究活動の調整を行います。IT R＆Dプログラムの下に統括
される研究は、プログラム・コンポーネント・エリア(PCA)に分類されます。各エリアは明確に線引きされながら
も、相互に関連を持っています。2000 会計年度には、PCA のフレームワークに多くの変更が加えられました。こ
れは大統領直属情報技術諮問委員会(PITAC)からの提言を取り入れ、また 1997会計年度以来の５つの PCA 活動か
ら浮かび上がった主要研究テーマを考慮した結果です。 
 

プログラム・コンポーネント・エリア (PCA) 
• ハイエンド・コンピューティング・コンピュテーション(HECC) 

HECCへの投資分野をより明確にするため、現在 HECCは 2つの PCA に分割し、各々に独立して予算が当
てられています。 

• ハイエンド・コンピューティング基盤およびアプリケーション (HEC I&A) 

• ハイエンド・コンピューティング研究開発(HEC R&D) 

• ヒューマン・コンピュータ・インターフェイスおよび情報管理 (HCI & IM)は、かつての人間中心システム
(HuCS) PCA を前身としています。膨大な量の情報を様々な人々が簡単かつ便利に利用できるようにする
チャレンジへの高まりを反映させています。 



Information Technology-The 21st Century Revolution 

 

• 大規模ネットワーク技術(LSN)。次世代インターネット(NGI)構想およびスケーラブル情報基盤(SII)研究開発
が含まれます。 

• ソフトウェアの設計および生産性 (SDP) は、2001会計年度に新たに設立される PCA です。現在、従来技術
で開発できる能力を超えたソフトウェアが求められおり、さらに今開発されているソフトウェアは設計、テ
スト、メンテナンス、アップグレードが難しいという PITAC の結論を受けて設立することとなりました。
SDP では、IT システムのセキュリティ、生存可能性、利用性、信頼性、安全性とソフトウェア、情報中心
システムの保証などを研究テーマとして扱い、そのために基礎理論、開発技術およびツール(ドメイン固有
の言語にリンクする)、エンジニアリングと実験、実証、試験導入に関する研究を行います。 

• 高信頼ソフトウェアおよびシステム(HCSS)は、かつての高信頼システム(HCS) PCAを発展させたものです。
米国民の毎日の生活を支えるソフトウェア/システムに対し、適応性、信頼性、安全性、セキュリティ性能
へのニーズが高まっていることを受け、名称や対象範囲を新たにしたHCSSが誕生しました。 

• 社会、経済、および労働力の面から見た IT労働力開発の意味 (SEW)は、かつての教育、訓練と人材(ETHR) 
PCAを前身としています。ETHRから対象範囲を拡大して新たに設立された SEW では、ITの変化によって
労働市場にもたらされる社会的および経済的影響の評価、さらに米国経済が IT へ急速に軸を移していった
ことに起因する教育および労働者の教育訓練問題に関する各種の研究を扱います。 

 
各 PCAの活動は、関係機関の代表者で構成されるコーディネート・グループ(CG)が統括します。CGは年間を通じ
て定期的に会合を持ち、PCA の研究スケジュール/プログラムの進捗状況について確認を行ったり、共同研究の立
案を行います。 
 
また、連邦政府情報サービス・アプリケーション協議会(FISAC)は ITR&D プログラムと密に連携します。FISAC
は、IT R&Dが開発した高度なコンピューティング/通信技術を政府機関の任務や連邦政府内のシステムに適用する
ための支援を行います。 
 

HECC：ハイエンドコンピューティング・コンピュテーション  

HECCでは、科学、技術、情報管理における既存の壁を打ち破り 21世紀の IT革命においてもリーダーとしての米
国の地位を維持するため、コンピューティング・システム、アプリケーション、ハイエンド・インフラにおける先

端技術の研究開発の利用を促進します。HECCの研究者は、世界一高度な演算機能を実現し、これを物理学、材料
科学、生物学、環境科学におけるモデリングやシミュレーション・プロセスに適用します。また国、科学、産業分

野のあらゆる要素を横断するデータの融合と知識エンジニアリングや高度な演算能力を必要とする複雑な国防ア
プリケーションにも適用します。研究活動は主に、全米科学財団(NSF)が支援する先端計算基盤パートナーシップ
(PACI)センター、航空宇宙局(NASA)のテストベッド、エネルギー省(DOE)研究室などの高度なコンピューティング
施設で行われています。 
 
HECCCG、HEC I&A、HEC R&D 

かつての HECCワーキング・グループ(HECCWG)を前身とする HECCコーディネート・グループ(HECCCG)は、ハ
イエンド・コンピューティング・コンピュテーション分野における米国のリーダーとしての地位を維持・強化する

ために政府による研究開発支援の調整を行い、 国立研究機関、大学、産業間の協力関係を促進します。HECCCG
では、2000会計年度に HECCの研究開発を以下の 2つの PCAに分割しました。 
 

• HEC I&Aでは、、連邦政府機関の任務を達成する・アプリケーション開発とこの仕事を下で支えるコンピュー
ティング・インフラの研究を行います。特に対象となるのは、生物医学、コンピュータ航空科学、地球宇宙

科学、気象予測と気候モデリング、ハイエンド・コンピューテションの促進し、大規模な計算結果データの
を分析・表示するためのツールなどの研究を行います。 

• HEC R&Dでは、主にテラフロップ規模(1兆/秒またはそれ以上の浮動少数点演算)によるシステムやコンピュ
テーションを扱います。この分野の研究活動は、次世代のコンピューティングでも米国のリーダーとしての

地位を維持し、さらに強化するための、基礎的かつ長期的な研究を支えるものです。現在の研究は、ハイブ
リッド技術マルチスレッド(HTMT)などの高度アーキテクチャ、Beowulf型のネットワーク接続されたワーク
ステーション、大容量ストレージ技術、国家規模のコンピュータ・グリッド、分子コンピュータ、ナノ・テ
クノロジ、光コンピュータ、量子コンピュータ、超伝導テクノロジなどに力点を置いて研究を行います。 
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HCI & IM：ヒューマン・コンピュータ・インターフェイスおよび情報管理  

HCI & IMでは、ヒューマン・コンピュータ・インターフェイス技術を発展させ、コンピューティング装置や情報
リソースを管理し活用する能力を高める高度なテクノロジの研究開発を行います。HCI & IMでは、幅広い研究テー
マを扱うことにより、生体臨床医学、商業、危機管理、教育、法執行、図書館学、製造、国防、学問、気候分析な

ど多くの分野で新たな ITの可能性を生み出しています。2001会計年度には、以下のような分野で研究開発を行い
ます。 
 

• 米国国防総省高等研究計画局(DARPA)の移動自律ロボット・ソフトウェアなどの戦場用のロボット工学や、
宇宙船用の自律型スーパーコンピュータの開発を目指すNASAの遠隔探査実験（REE(Remote Exploration and 
Experimentation)）プロジェクトなどの遠隔/自律エージェント。 

• コラボレーション、ビジュアライゼーション、バーチャルリアリティ。例えば、高度なオンライン顕微鏡を
用いて分散環境下で共同研究を進めることを可能にする DOEの DeepViewスケーラブル・システムや、米
国商務省標準技術研究所(NIST)が製造現場向けに開発したコラボレーション機能、シミュレーション、3次
元ビジュアライゼーション機能や、多くの遠隔地間を結び 3 次元イマーシブ環境下で会議、トレーニング、
共同研究を行うことを目指した NSFの National Computational Science Alliance (Alliance) Access Gridなどです。 

• Web ベースの知識データベースとデータの収集/分析を行う情報エージェント。例えば、複数の政府機関が
携わるデジタル図書館構想(フェージ２)、NIST の数学関数デジタル図書館(DLMF)、ユーザが臨床データの
評価を行うことを可能とした健康医療研究品質局(AHRQ)のコンピュータベースのニーズに基づいて品質の
測定と評価を行うシステム（CONQUEST（COmputerized Needs-oriented QUality measurement Evaluation 
SysTem）-)などです。 

• 人間とコンピュータ・システムとの間の多様な対話。例えば、モバイル・コンピュータに話し言葉の認識機
能を組み込んだ DARPA のコミュニケータプログラム、NASAのタッチ・フィードバック機能を持つシミュ
レーションモデルであるヒューマン・ファクター・プログラムなどの視覚装置、コンピューティング・シス

テムの人工知能の開発に認知科学を適用しようというNSFの KCS(knowledge and cognitive systems)プログラ
ムなどのインテリジェント・システムがあります。 

• 多言語翻訳。 例えば、他言語による文書を英語に翻訳しようという DARPA の翻訳情報の発見、抽出、要
約（TIDES(Translingual Information Detection, Extraction, and Summarization)）計画などです。 

 

LSN：大規模ネットワーク技術 

LSNの研究開発は、光、ワイヤレス、衛星を使った地球規模のネットワーキングなどの ITネットワーキング分野
で中心的な力となりました。これらのネットワーキングにより実現された大きな技術の進歩は、政府、学界、産業

界の各分野で直ちに応用されるに至っています。LSNの研究は、政府機関の主要な任務を支援し、拡張性、信頼性、
安全性を備えた将来の超高速ネットワークを実現するために必要なネットワーキング技術、サービス、パフォーマ

ンスの分野でリーダーシップを取っています。LSNのNGIおよびSIIプログラムでは、こういった将来のネットワー
クのプロトタイプの設計や開発を行っています。 
 
LSNワーキング・グループ(LSNWG)を前身とする LSNコーディネート・グループ(LSNCG)は、連邦政府によるネッ
トワーキング関連の研究開発プログラムの調整を担っています。LSNCG では、それぞれ政府外からの研究者が参
画している 4つのチームが報告を行い、政府のネットワーク研究の調整と高度ネットワーク技術の実現を支援しま
す。 
 
ジョイント・エンジニアリング・チーム(JET)  

• ジョイント・エンジニアリング・チーム(JET)は、DOEのエネルギー科学ネットワーク(ESnet)、NASAの研
究・教育用ネットワーク(NREN)、NSF の超高性能バックボーン・ネットワーク・サービス(vBNS)、国防総
省(DoD)の防衛研究工学ネットワーク(DREN)といった米連邦政府機関のネットワーク (FedNets)と、
Abilene(産学共同バックボーン)や、国際間、及び、本土から地理的に離れたアラスカおよびハワイ州との接
続を行うシカゴを基地とした NSFの科学技術研究用中継アクセス・ポイント(Science,Technology,and Reaearch 
Transit Access Point) 

STARTAP))といった他の高性能研究ネットワークのネットワーク・アーキテクチャ、接続性、交換ポイント、
連携の調整を行います。 

 
ネットワーキング研究チーム(NRT)  
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• ネットワーキング研究チーム(NRT)は、政府機関によるネットワーキング関連研究プログラムの調整を行い、
ネットワーキング研究の情報を政府機関の間で共有し、NGIの研究開発活動を支援します。また NRTでは、
ネットワーク研究情報を広め、ユーザとアプリケーション・ディベロッパ間の作業の調整を行うことでエン
ド・ユーザを支援します。 

 
高性能ネットワーキング・アプリケーション・チーム (HPNAT) 

• 高性能ネットワーキング・アプリケーション・チーム(HPNAT)は、政府による研究開発活動の調整を行うこ
とにより、科学およびエンジニアリング、気象および環境、生物医学、保健衛生などの分野で高性能ネット
ワーキング・アプリケーションの技術的リーダーとしての米国の地位を維持、強化する役割を担います。 

 
インターネット・セキュリティ・チーム(IST)  

• インターネット・セキュリティ・チーム(IST)は、ネットワーク・セキュリティの高度技術に関するテスト
と実験を促進し、セキュリティに対するニーズと現在および今後のセキュリティ解決手法との交換の場とし

て機能します。 

 

NGI：次世代インターネット  
 

基礎となる LSNの研究開発と密接な結びつきを持ち、LSNCGが調整役を担っている連邦政府のNGI構想では、よ
り強力、柔軟、安全で、インテリジェントな 21世紀のインターネット実現を支える技術/インフラの基礎を築いて
います。1998年に議会に承認された次世代インターネット研究法（Next Generation Internet Research Act）に基づき、
NGI構想では以下を行います。 
 

• ネットワークに新たな機能を実現し、ネットワークのサービス品質(QoS)と信頼性、堅牢性、安全性につい
てのパフォーマンスを向上させる次世代技術の開発、実装、実証を行います。具体的には、マルチキャスト

およびオーディオ/ビデオなどの付加価値サービス、帯域幅の割当などのネットワーク管理といった技術を
扱います。これらの活動には、DARPA の SuperNetが使用されます。SuperNetは、ネットワーク全域で 1997
年時点のインターネット速度の 1,000 倍の速度、つまり約 1GB/秒(GBps)の速度を実現する研究者用の NGI
テストベッドです。 

• コラボレーション技術、デジタル図書館、分散コンピューティング、プライバシーとセキュリティ、遠隔操
作とシミュレーションといった IT の新しい可能性を開く技術分野、さらに基礎科学、危機管理、教育、環
境、連邦政府の情報サービス、保健衛生、製造といった基幹分野を対象に、革新的アプリケーションの開発

と実証を行います。これらNGIの応用研究には、ネットワーク全域で 1997年時点のインターネット速度の
100倍の速度、つまり約 100MB/秒(MBps)の速度を実現している研究者用のNGIテストベッドが使用されま
す。本書では、これらNGIアプリケーションについて多く取り上げレポートします。 

 

SII：スケーラブル情報基盤  
PITACは、大掛かりな新しい取り組みの必要性を説き、相互運用性や有用性などを含むネットワーキング関連の研
究開発への予算の増額を答申しました。そして各政府機関は、PITACの示した課題に取り組むため、IT R&Dで新
規のプログラムを提案しました。このプログラムの核となっているのが SIIです。SIIの研究目標は、ユーザが異種
プラットフォームやモバイル/ワイヤレス機器の種別を意識せずに機能拡張、増設できるようにするなど、ユーザ
のニーズに応えながら、インターネットの成長(拡大)を実現する高度なツールや技術を開発することにあります。
SII では、高度にネットワーク接続されたシステム、いつでもどこでも接続できることの実現、ネットワーク・モ
デリングおよびシミュレーションに焦点を当てて研究開発します。2001 会計年度に「新規にスタート」を予定し
ている研究のテーマは、機敏なネットワーキング・インフラ、ネットワークを使ったグループコラボレーション、
ネットワーク・セキュリティ、プロトタイプ作成のためのテストベッドなどです。 
 

SDP：ソフトウェアの設計および生産性 

これまで多くの政府機関が IT 研究におけるソフトウェアの重要性を認識し、ソフトウェアの設計および生産性の
課題に取り組んできました。PITAC の報告でその緊急性が叫ばれたことを受け、2001 会計年度にはソフトウェア
の設計および生産性(SDP)という新たな PCAが活動を開始し、また SDPの研究開発テーマを設定するために SDP
コーディネート・グループ(SDPCG)が誕生することになりました。SDPの研究開発では、以下のようなソフトウェ
ア・インフラを支える概念、技術、ツールを大幅に向上させることに焦点を当てる予定です。 
 

• 複雑なシステムのソフトウェア・エンジニアリング 
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• アクティブ・ソフトウェア 

• 自律システム用ソフトウェア 

• センサの大規模ネットワーク 

• コンポーネントベースのソフトウェアの設計と開発 

• エンド・ユーザ・プログラミング 

• 実験に基づくソフトウェア・エンジニアリング研究 

• エンベデッド・システム用ソフトウェア 

• エンベデッド・ソフトウェアのモデル・ベースの統合 

• ネットワーク化されたエンベデッド・システム 

 
SDPの活動を通じ、政府、学会、産業界のソフトウェア・ディベロッパは、確固たる土台の上でコストを抑えなが
ら有用性、効率性、信頼性の高いソフトウェアを開発するエンジニアリング手法を学ぶことになるでしょう。なお、
SDPの研究テーマは多岐に渡っており、その一部はHCSSなど他の PCAと重複しています。 
 

HCSS：高信頼ソフトウェアおよびシステム 

ミッションクリティカルな ITアプリケーションが、国防、医療、危機管理、航空、その他人命および/または機密
情報を扱う分野に広まるにつれ、現在の肝要なシステムよりさらに強くて安全でストレスに耐えられるシステムが
求められるようになってきました。HCSSの研究開発では、コンピューティング・システムが、完全な信頼性、安
全性、セキュリティ性、生存可能性を達成し、確実に機能するテクノロジの実現に注力します。HCSSの活動では、
ネットワークおよびデータセキュリティ、暗号化、情報の生存可能性、システムの耐ストレス性などを扱います。 
 
HCSSの研究対象には、国家安全保障局(NSA)の高保証コンピューティング・プラットフォーム(HACP)、セキュリ
ティ管理インフラ、暗号化、ネットワークの積極的防御、安全なコミュニケーション、安全なネットワーク管理、

ネットワーク・セキュリティ・エンジニアリング、ワイヤレス/光テクノロジなど、NSF の平常時およびストレス
時に予測に基づいて機能する「ノー・サプライズ」ソフトウェアの開発やコンポーネント・ベースのソフトウェア

の開発 、DARPA のソフトウェア開発の形式化のための概念とツールを開発しようという 形式記述プログラム、
NISTのインターネット・セキュリティ・アーキテクチャおよび IPセキュリティ・プロトコル(IPsec)、不正侵入の
検出、認証管理、ソフトウェア障害分析と一定の仕様に基づいたテスト、OSD(Office of the Secretary of Defense)の
障害が発生したり攻撃を受けた場合にもネットワークをダウンさせない耐障害性プロトコルを開発しようという

大学研究構想(URI)5ヵ年プログラムが含まれています。 
 
HCSSコーディネート・グループ(HCSSCG)は、LSNや SDPといった他の PCAと緊密に連携し、複数の政府機関が
携わるネットワーク、ソフトウェア、システムのセキュリティに関する研究活動の調整役を担います。 
 

SEW：社会、経済、および労働力の面から見た IT 労働力開発の意味 

SEW は、ITによって我々の文化がどう変化し、IT環境に革新的な教育やトレーニング・モデルが生み出されるか
を追求する研究開発を支援するために 2000会計年度に生まれた PCA です。かつての ETHR PCA を前身として、
その内容をさらに拡大した SEW は、技術、教育、社会システムに対する ITの影響の本質やダイナミックス、高い
技術力を備えた労働者を追及し続けるニーズに応える労働力開発、米国民のうち情報技術を利用できる者と利用で

きない者との間に横たわり拡大し続ける「デジタル・デバイド」の問題などに焦点を当てながら、幅広いテーマを
扱います。2001会計年度の研究テーマと調整プログラムについては、SEWコーディーネート・グループ(SEWCG)
が決定します。 
 

FISAC：連邦政府情報サービス・アプリケーション協議会  

FISACは、IT R&Dが開発した高度なコンピューティング/通信技術を政府機関の任務や連邦政府内のシステムに適
用するための支援を提供します．また FISACは、連邦政府で優先される IT研究、活動内容、研究結果を政府機関
内に広く伝え、連邦政府が求める次世代機能を実現するために必要な研究について、インターエージェンシーR&D
ワーキング・グループ（IWG/ITR&D）に提言を行います。FISACは、危機管理、連邦統計(FedStats)、NGI アプリ
ケーション、ユニバーサル・アクセス・チームの情報技術によって、これらの任務を遂行し、また NSF のデジタ
ル政府プログラムに参加してプログラムの発表事項を決定したり、プロジェクト案を募ったりすることで、重要な
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情報サービス提供の使命を担った複数の政府機関に携わるコンピューティング/情報技術の研究者を一つにまとめ
る役割を果しています。FISACの資金は、IT R&Dの予算クロスカット、IT R&Dの関係機関、非 IT R&D関係機関
から提供されています。 
 

ASCI：戦略的コンピューティング加速構想  

DOE の戦略的コンピューティング加速構想(ASCI)は、高度な科学/エンジニアリング・コンピューティングを対象
とし、現実の実験を伴わずに核兵器の性能、安全性、信頼性を確認することを目的としています。ASCI の活動に
は、少なくとも 30 兆/秒の処理能力まで拡張可能なハイエンド・システムの構築、高性能ストレージ技術の開発、
ビジュアルインタラクティブ武器シミュレーション環境の開発、シミュレーション・データの管理、分散コンピュー
ティングやスケーラブルな入出力などを実現した問題解決環境の開発、シミュレーション科学の促進を目指す戦略

的学術アライアンス計画(ASAP)などが含まれています。 
 

PITAC：大統領直属情報技術諮問委員会 

1997 年 2 月クリントン大統領の命により、コンピュータ関連企業のトップと研究に携わる科学者が産学の両界か
ら集まり、25名のメンバーから構成される PITACが設立されました。PITACは、1991年の高性能コンピューティ
ング法(High-Performance Computing Act)により承認されています。PITAC の目的は、高性能コンピューティング/
通信、情報技術、次世代インターネットにおける米国の優位性を維持するため、連邦政府に専門家からの独自の提
言をすることにあります。 
 
PITACがその作成に大きな影響を及ぼした 1999年 2月のレポート「Information Technology Research: Investing in Our 
Future」では、政府の IT研究の幅を、ハイエンド・コンピューティング、スケーラブルな情報インフラ、ソフトウェ
ア開発、ITの社会経済学的影響などの重要分野に広げるよう提言がなされています。また PITACは、1998年の次
世代インターネット研究法(Next Generation Internet Research Act)に基づく NGI構想について毎年検討を加える役割
も担っており、さらにホワイトハウスの依頼を受けて 2001会計年度 IT R&Dの予算見積りのチェックも行います。
2000年 2月の PITACが行った研究「Resolving the Digital 
Divide: Information, Access, and Opportunity」では、この問題に対処するために政府が行うべきプログラムについて
提言しています。また 2000会計年度、PITACのメンバーは、デジタル・デバイド、デジタル図書館、政府、保健
衛生、国際問題、教育、オープンソース・ソフトウェアに関する IT研究の必要性について調査しました。 
 

IT R&D の予算とコーディネート  

複数の政府機関が携わる 2001会計年度の IT R&D予算見積りは、21億 3700万ドルで、2000会計年度の概算額 15
億 4600万ドルより 38%も増加する結果となりました。また IT R&Dプログラムでは、IT R&Dシニア・プリンシパ
ルグループがリーダー役を努めています。この管理役グループでは、科学技術担当大統領補佐官でもあるホワイト
ハウス科学技術政策局(OSTP)長官が議長を勤めています。各関係省庁の情報技術 R&Dに関するワーキング・グルー
プ（IWG/ITR&D）は、シニア・プリンシパル・グループの内部審議機関としての役割を担い、政府に対し政策、
プログラム、予算に関する提言を行います。IWG/ITR&Dは、PCAコーディネート・グループを通じてその機能を
提供します。 
 

NCO/CIC：CIC 国家調整室 

OSTP は、NCO に対し、複数の政府機関が携わる IT 研究活動の調整役を担わせています。このため NCO は、
IWG/ITR&Dへの技術面および管理面での支援の提供、複数政府機関を横断する計画立案、予算、教育資料の支援、
その他の IT R&Dプログラムに関連する活動の支援を行います。またNCOは、連邦政府による IT研究活動の情報
や資料を集めたセンタとして機能します。米国を次世代の高度コンピューティング、ネットワーク通信、情報技術
のパイオニアとして導くため、NCOと IT R&Dプログラムに参加する政府機関とは互いに協力しながら、全体とし
ての政府の取り組みを決める青写真や実施戦略を組み立てて行きます。 
 
政府による IT構想の中央連絡機関としての機能を担う IWGと NCOは、議会、連邦政府、州、地方自治体、学界、
産業界、専門家による組織、外国の組織、その他の組織の代表者と頻繁に会合し、政府の ITプログラムについて
討議し、技術情報やプログラム関連情報の交換を行います。またNCOは、PITACの活動の支援も行います。 
 
毎年 NCOは、数千という問い合せに対応するため、IT R&Dおよび PITACの出版物、議会証言、会議資料といっ
た情報をWeb、印刷物、ビデオで発信しています。 
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本レポートは、NCOがプログラムに参加している他の政府機関の協力を得て、特に 2000会計年度の主な実績、2001
会計年度の重要計画、予算クロスカットに焦点を当てながら、現行および計画中の政府 IT R&D活動について報告
するものです。 
 

Web情報 

以下の URLで、HPCC 、IT R&D、NGI 、PITAC の出版物、参加エージェンシーへのリンク、関連ウェブサイト
へのリンク、本レポートのコピーをご覧頂けます。 
 
http://www.itrd.gov/ 
http://www.ngi.gov/ 
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国家科学技術員会 (National Science and Technology Council)について 
 
国家科学技術委員会(NSTC)は、1993年 11月 23日クリントン大統領の大統領命令によって設立された閣議レベル
の委員会です。この委員会の主な目的は、科学、宇宙、技術関連の政策について、大統領が委員会を通じて連邦政

府の各機関の調整を行うことにあります。NSTCは、連邦政府による各種の研究開発活動の調整を行うため、科学
技術分野の「バーチャル・エージェンシー」としての機能を担っています。NSTCの議長は大統領が当り、その他
の委員会の委員は副大統領、科学技術担当大統領補佐官、閣僚秘書、科学技術に深い関連を持つ機関の長、その他
ホワイトハウスの官僚で構成されています。 
 
NSTCは、連邦政府による科学技術分野への投資について、国として明確な目標を確立することを主な目的として
掲げており、対象となる分野は情報技術、保健衛生から輸送システムの改善や基礎研究の強化にまで多岐に渡って
います。また委員会では、いくつかの国家的目標を達成するために必要な投資予算を組むため、連邦政府の各関係
機関に等しく適用される研究開発戦略を確立します。 
 
NSTCに関するお問い合せは、NSTC大統領事務局 電話(202)456-6100で承ります。 
 
科学技術政策局(OSTP、Office of Science and Technology Policy)について  
 
科学技術政策局は、National Science and Technology Policy, Organization and Priorities Act (1976年)によって設立され
ました。OSTP は、科学技術が重要な鍵を握る分野の政策決定や予算編成について大統領のあらゆる疑問に答える
こと、大統領による科学技術政策やプログラムを明確化すること、連邦政府、州、地方自治体、産業界の組織、学

界組織の連携関係を強化することなどの機能を担っています。OSTP の長官は科学技術担当の大統領補佐官が兼務
し、大統領に代ってNSTCを指揮します。またOSTPの副長官は、NSTCの各委員会の議長も兼ねています。 
 
OSTPに関する情報は電話(202)456-7116で承ります。 

 
献呈 本レポートを、1993 年から 2000年 5 月までホワイトハウス科学技術政策局にて技術担当の副ディレクターとして勤務され
た Henry C. Kelly 氏に捧げます。Kelly 博士は、大統領直属情報技術諮問委員会(President's Information Technology Advisory Committee)
のホワイトハウス側の担当者として尽力し、同委員会がその作成に深く関ったレポート「Information Technology Research: Investing 
in Our Feature」(1999年 2 月)では、情報技術の国家的研究に対するニーズをはっきりとかつ余すところなく明確にすべく委員会を
導かれました。また博士は、Administration's Information Technology Research and Development(IT R＆D)プログラムの開発にも力を尽
くされました。このプログラムは PITAC の提言に従って作成されたもので、本書のテーマとするところでもあります。2000 年 6
月、Kelly 博士は米国科学者連盟長となられました。しかし、IT 研究開発の国家的事業に対して博士が与えられた思慮深い助言や、
たゆみない努力のご偉功は我々の心にとどまり続けます。博士に対する我々の感謝の念は、永く絶えることがないでしょう。 

 
 

表紙 
今年の表紙は、情報技術の新千年紀を表現したもので、デザインは、全米科学財団の所属アーティスト James J. 
Caras 氏が担当しました。また表紙で使用されているイメージは、IT 研究開発の活動を説明するために本書内
に挿入された写真から取ったものです。本レポートでは、William Caslon が 1722年に考案したフォントの現代
版であるAdobe Caslon を採用しています。このフォントは非常に読みやすく、当時の米国東部 13 州でも広く
使用されていました。殊にベンジャミン・フランクリンは好んでこのフォントを使用したということです。米

国独立宣言と米国憲法の最初の印刷版も、Caslon で印刷されています。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
ニール・レーン科学技術担当大統領補佐官から議会宛の「21 世紀のＩＴ革命」を紹介したレターは下記にありま
す。 
 
http://www.itrd.gov/pubs/blue01/transmittal.html
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